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支援本部設置



活動内容

国立病院機構釜石病院国立病院機構釜石病院

•被害状況の調査

•釜石保健所への被害状況の発信

近隣施設（岩手県立釜石祥雲支援学校）近隣施設（岩手県立釜石祥雲支援学校）

•現状調査

避難所（大平中学校・市民交流センター）避難所（大平中学校・市民交流センター）

•現状調査



国立病院機構 釜石病院の現状

被災状況被災状況被災状況被災状況

建物・施設 ○○○○

ライフライン

通信 ××××

電気 △△△△（自家発電）

水道 ××××

ガス ××××

診療

医療ガス △△△△

手術 ××××

透析 ××××

人工呼吸器 3台（すべて使用中）

傷病者傷病者傷病者傷病者（名）（名）（名）（名）

受入人数 20

重症度分類

重症 5

中等症 15

重傷者内訳

クラッシュ症候群 2

溺水 2

重症肺炎 1

※重症者重症者重症者重症者5名：転院搬送転院搬送転院搬送転院搬送依頼を受諾
釜石保健所より県庁本部へ広域医療搬送依頼と

釜石消防本部へ緊急臨時ヘリポートへの搬送依頼中



周辺施設・避難所の現状

周辺施設周辺施設周辺施設周辺施設 避難所避難所避難所避難所

釜石祥雲支援学校 大平中学校 市民交流センター

避難者数（名） 生徒
職員

40

3
100 200

医療支援 × × ○（日赤）

医療ニーズ

○
感冒症状

○
感冒症状

○
発熱（20）
咳（15）
下痢（5）



活動の振り返り

①指揮命令系統 確認不足

②現地調査隊員 通信手段の不携帯

③避難所等 位置関係の把握

④保健所（本部） 立ち上げ協力


